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35◎ 脳 定位照射法に使用する固定具の 開発
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【目的】今回 脳 定位放射線治療にお ける多方 向多分害II照射法 （Sutereotactic　 Radio　 Therapy ：SRT ）に使用する専用

の 固定具 （：SRT 用 固定具）を開発 した の で 報告する，

【固定具】SRT 用固定具は ア ル ミ金 属を用 い た固定支持部 （治

療寝台装着部、シ ェ ル 装着部とポジシ ョ ナー装着部がある）とカ

一ボ ン樹脂を用 い た枕部 （枕材を固定するT 型突起がある）か ら

成る（Fig．1）。 （1）治療寝台 との 装着にはラジオ ニ クス 社 の BRM
ヘ

ッドリングを装着するため の ヘ
ッドレ ス トを活用した。（2）固定

方法は シ ェ ル でプリカ ッ トしたクラレ 社 の 新型 シ ェ ル フ ッター用

い た。シェ ル セ ッ トには バ イトブ ロ ックと固定 の 補強用 ベ ル トがあ

る。 （3）枕は固定と再現性の 精度 を高めるため千代 田テクノル

社の モ
ー

ル ドケアーを採用 した 。

【性能試験とそ の 結果 】SRT 用固定具の 評価判定は、すでに

製品 として欧米にお い て多く使われ て い る BrainLAB の マ ス ク

シ ス テム との性能試験で比較した。

（1）X 線透過率 ：BrainLAB の マ ス クシ ス テム は 後頭部用 と前

頭部用 に分けて シ ェ ル を作成し 、
U 字型 マ ス ク固定具に装着

する。 U 字型 マ ス ク固定具に は ポリエ チレ ン製の枕があり（大き

さ10 × 20cm2 、厚さ 75 〜 25mm ），透過率は 95．6 〜 889 ％

で あっ た 。 SRT 用固定具枕部はカ
ーボン樹脂製で （大きさ15

× 15cm2 、 厚さ7mm ）、X 線透過率は 97．9％ であっ た。

（2）剛性評価試験 ：BrainLAB の 枕とSRT 用 固定具枕部の任

意の 4 点にテ ン シ ョ ンメータで 2 〜10Kg の負荷を加 えたとき

の 固定具先端部の たわみ 量をリニ アエ ンコ
ーダーで 計測した。

枕の 中心点 で 4Kg 荷重で は固定具先端部で の

ひ ずみ量はそれぞれ 0．275mm （SRT ）、　 O、725m

Fig．1　 SRT 用鬩定具 （下段は、シェ ル 装着例

　　　　枕の モ ール ドケア ーは 外してある〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TabEe　 1　 再現性評価試験

m （BrainLAB ）と少なか っ た 。 固定具の 強度性能が U 型 マ ス ク 固定具 （BralnLAB ）使 用例
優れて い ることが解る。静加重 である場合、その

値が少なく、 不変で あれば、その 誤差 は補正 でき

る の で 閙題にならない
。

（3）再現性 評価試験 ：分割照射では高い 再現性

精度が要 求され る。
マ イクロ MLCM3 による治療

した8人の うち BrainLAB の マ ス クシス テム を使用

した患者 7人 、SRT 用 固定具を使用した患者 1人 SRT 用 固定具使 用例

を検討した 。 ポジシ ョナー
で示 された腫 瘍中心 を

想定した点と、正側 の ポー
タル フ ィル ム にある明

瞭な点の 座 標を治療計画用 コ ン ピ ュ
ー

タで 求め、
2点問の ズ レ幅を計測した （Table　1）。
【まとめ】（1）開発した SRT 用固定具 の 固定 法に

は シ ェ ル とモ ール ドケア
ー

を使用 した。（2）SRT
用 固定具 の 評価判定 （X 線透過率 、剛 性評価試 験、再現性評価試験）は 全 て に 良姓であっ た 。 （3）枕材に モ

ー
ル ドケ ア

ーを採用したことでそ の 大きさ、位置を任意 に設定できるの で 、SRT 治療を脳腫瘍から頭頚部腫瘍にも対応で きる。（4）
治療寝台 へ の 取り付けは ヘ

ッ ドリン グ（メ
ー

カーは問わない ）を装着するた め の ヘ ッ ドレ ス トを活用するの で簡単である。

以上より、本固定具 は SRT 専用の 固定具として有効であると考える。
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